国際学会便り

愛知教育大学教育学部　合屋　十四秋

　去る5月10日〜5月13日にベトナムはダナンにてWorld Conference on Drowning Preventionが開催され，鳴門教育大学の松井敦典先生と一緒に発表，参加してきました．09年度の水泳水中運動学会で招待講演を行ってもらったDr Kevin Moran氏らとの共同プロジェクトです．08年度に私がサバティカルにてニュージーランドのオークランド大学に出張し，彼との共同研究を始めたのがきっかけです．

　以下に，この研究プロジェクトの背景をDr Kevin Moran氏の中間報告（2010/7/13）より抜粋します．

「この共同研究は，2007年，溺死を防ぐという意味合いから“ほんとうに泳げるとは”何かを定義するために議論したことから端を発した（Kevin Moran & Robert Stallman）．2002年のWCD（World Congress of Drowning）から始まった積年の議論は2006年，溺水ハンドブックの中の“水泳の能力：水中安全教育と溺水の防止”というタイトルとなった．2007年にはオークランド大学からの研究助成を受け，倫理規定に則って調査手順を確定し，2008年に第1回目の調査・測定研究がNZオークランド大学教育学部体育専攻学生を対象に行われた（n=68）．続いて同年9月，ノルウェー体育大学体育専攻学生を対象に行われた（n=82）．2009年3月にはAUSバララート大学体育専攻学生（n=109），同6~7月に愛知教育大学および鳴門教育大学の体育専攻学生と千葉大学小学校教員養成課程学生の合計113名の調査・測定を行った．トータル372名．

　基礎的データの集計・処理が行われ， NZとNOR，NZとAUS，NZとJPNの若干の類似点や相違点が明らかにされている．2010年にはAUSの研究報告，BMSで2つの報告（NZ & NOR）や日本の中間報告も届いている．」

　計画としては以下の通りであった．

1） 研究論文の投稿＆出版

2） プロジェクトの結果より，“泳げるとは？”の定義をより明確にする．

3） 具体的な研究発表＆論文投稿プランは次の通り．

4） 2011年5月中旬のWCDPの学会までに1）Abstract，2）Full Paper，3）PPT,

Oral Presentation Draft，4）Final Full Paper

であったが，ほぼ予定通りのスケジュールで今回の学会発表・Work Shopに臨むことができた．また，本学会参加前までにInternational Open Water  Guideline（http://www.seattlechildrens.org/classes-community/community-programs/drowning-prevention/open-water-guidelines/）の邦訳をアップロードさせ（別紙参照），世界中の人たちに水難事故防止ガイドラインを周知させるために貢献しています．

